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表紙

サンゴ礁おける水中ボｰリング:サンゴ礁外洋側の水深

20m以浅の礁斜面で堆積層およびサンゴ群体のコア試料

を採取することを目的として簡易ボｰリング機((株)ジオア

クト製KT-O型オイルフィｰドタイプ)が開発された.ドリル

ビットを回転させる駆動部には､十分なパワｰを持ち水中

での作動安定性に優れている油圧モｰタｰが採用されて

いる.船上の油圧パワｰユニットと水中の油圧モｰタｰ,

両者をつなぐ油圧ホｰス,さらに,ドリルビント先端に水を送

りビントの冷却･スライムの除去を行うための高圧送水ポン

プ･ホｰスより構成される.1997年12月,沖縄県久米島南

西沖の水深12m地点にて.

(写真と文:岡山大学教育学部菅浩伸)
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